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事
例
紹
介
工
R
3
0
生
涯
学
習
時
代
と
大
学
博
物
館
全
東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館

事
例
紹
介
回
R
3
3
ミ
ニ
大
学
院
ア
フ
タ
ー
フ
ァ
イ
ブ
コ
ー
ス
傘
豊
橋
技
術
科
学
大
学

事
例
紹
介
困
＠

36
「

開

か

れ

た

学

校

」

を

家

庭

・

地

域

。

学

校

の

連

携

で

：

市
川
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
命
千
葉
康
市
川
市
教
育
委
員
会

事
例
紹
介
田
◎

39生
涯

学

習

を

支

援

す

る

教

育

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

活

動

令
国
立
科
学
博
物
館

事
例
紹
介
国
⑱

42
宇
宙
学
校
ー
開
か
れ
た
研
究
所
を
目
指
し
て
魯
宇
宙
科
学
研
究
所

解
説
⑮

44
最

近

の

生

涯

学

習

審

議

会

の

動

き

に

つ

い

て

奪
生
涯
学
習
局
生
涯
学
習
振
興
課
・
社
会
教
育
課

特
別
記
事
い
じ
め
の
問
題
に
関
す
る
総
合
的
な
取
組
に
つ
い
て

⑱

5
2
い
じ
め
問
題
の
解
決
に
向
け
て

一
人
一
人
が
行
動
す
る
と
き

「
児
童
生
徒
の
問
題
行
動
等
に
関
す
る
調
査
研
究
協
力
者
会
騎
」
報
告

命
初
等
中
等
教
育
局
中
学
校
課

ェ
ッ
セ
イ

R
2
8
卒
業
生
の
戻
れ
る
場
所
含
服
部
幸
應

R
2
4
「
新
し
い
風
」
は
ど
こ
ま
で
広
が
っ
た
か
令
永
井
順
國

論
文
◎

20

創
造
的
な
人
材
の
育
成
に
向
け
て
参
和
田
龍
幸

巻
頭
言
喩

座
淡
会

R
1
0

様
々
な
機
関
餌
設
に
お
け
る

生
涯
学
習
機
会
の
提
供
に
つ
い
て

命
（
出
席
者
）
木
村
孟
／
大
野
忠
／
二
宮
操
一
／
鈴
木
敏
恵
令
（
司
会
）
北
村
幸
久

6
鑑
賞
席

舎
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
フ
ォ
ー
。
サ
バ
イ
バ
ル

生
存
へ
の
意
志

60
焦
点
ー
文
教
施
策

65お
知
ら
せ

67ど
ん
な
講
座
こ
ん
な
講
座
|
大
学
の
公
開
講
座
か
ら

●
富
山
阪
科
薬
科
大
学

68
ポ
イ
ン
ト
生
涯
学
習

●
電
子
博
物
館
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進

70科
学
は
い
ま
ー
理
工
系
へ
の
い
さ
な
い

令
京
都
大
学
超
高
層
電
波
研
究
セ
ン
タ
ー

73
都
道
府
県
発
ー
教
育
・
学
術
・
文
化
・
ス
ホ
ー
ツ
ニ
ュ
ー
ス

舎

岩

手

県

奪

神

奈

川

県

令

富

山

県

と

令

滋

賀

県

令

兵

庫

県

さ

室

76現
代
ス
ポ
ー
ツ
あ
れ
こ
れ

應

奪

ス

ポ

ー

ツ

サ

イ

エ

ン

ス

の

時

代

ー

田

78ぼ
く
た
ち
、
わ
た
し
た
ち
の
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド
須

奪

島

根

県

海

士

町

教

育

委

員

会

生

敬部

80
海

外

教

育

ニ

ュ

ー

ス

r

A

J

82
文

学

の

ふ

る

さ

と

會

城

の

崎

に

て

ト

スラ

84編
集

後

記

ィ

表

3

文
化
財
紹
介

命
上
中
町
熊
川
宿
（
福
井
県
）

表

2
名
作
シ
リ
ー
ズ
令
麗
子
肖
像

（
麗
子
五
歳
之
像
）

4
天
然
記
念
物
歳
時
記
ー
花
ご
よ
み

會
赤
井
谷
地
沼
野
植
物
群
落
（
福
島
県
）

I

あ
る
日
の
学
校
訪
問
記

●
駒
ヶ
根
市
立
赤
穂
南
小
学
校
（
長
野
県
）

5
 



①
で
開
発
し
た
デ
ー
タ
ベ
ー
i
ス
も
リ
ソ
ー
ス

（
資
源
）
と
し
て
活
用
、
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ

,
1

や
3
3
D
映
像
な
ど
最
新
の
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
技

術
を
活
用
し
て
、
例
え
ば
も
は
や
体
験
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
時
代
（
例
え
ば
恐
竜
の
時
代
）
や
見

る
こ
と
が
で
き
な
い
世
界
（
例
え
ば
人
体
の
中
）

を
疑
似
体
験
す
る
展
示
等
を
モ
デ
ル
開
発
。

③
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
研
究

地
域
の
博
物
館
や
学
校
、
自
宅
等
か
ら
い
な
が

ら
に
し
て
、
実
際
に
入
館
し
た
の
と
同
じ
よ
う
な

体
験
が
で
き
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
の
仮
想
国
立
科

学
博
物
館
（
バ
ー
チ
ャ
ル
・
サ
イ
エ
ン
ス
。
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
）
の
在
り
方
に
つ
い
て
試
行
的
に
研
究
。

将
来
の
広
帯
域
通
信
網
時
代
を
視
野
に
入
れ
つ

つ
、
当
面
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
展
開
を
計
画

し
て
い
る
。

上
記
の
成
果
に
つ
い
て
は
、
館
内
で
の
情
報
サ
ー

ビ
ス
や
実
験
的
な
展
示
を
は
じ
め
、
成
果
の
一
部
を

C
D
I
R
O
M
化
し
た
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（
固
立
科
学
博
物
館

h
ttp/
/

w

w

w

.

k
a
h
a
k
u
.
 g
o. 
j
p
)
上
で
公
開
す
る
予
定
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
、
国
立
科
学
博
物
館
で
は
、
国
立
天
文

台
を
中
心
に
、
昨
年
―
一
月
か
ら
本
格
運
用
と
な
っ

た
国
内
外
の
天
文
台
等
の
天
体
観
測
画
像
を
全
国
の

博
物
館
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
等
に
提
供
す
る
公
開
天

文
台
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

(
P
A
O
N
E
T
)
に
も
積
極

的
に
参
加
し
、
観
測
画
像
を
科
学
系
博
物
館
等
で
活

用
す
る
た
め
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
開
発
し
て
お
り
、

□:ブース

69 

博
物
館
は
、
自
然
、
科
学
、
厖
史
等
の
幅
広
い
分

野
に
わ
た
る
人
々
の
知
的
関
心
に
こ
た
え
、
創
造
的

か
つ
探
求
的
な
学
習
を
支
援
す
る
施
設
と
し
て
、
近

年
急
速
な
整
備
が
進
み
（
全
国
に
約
三
七

0
0館）、

年
間
に
博
物
館
を
訪
れ
る
人
も
三
億
人
に
迫
る
勢
い

と
な
っ
て
い
る
。
博
物
館
は
地
域
に
お
け
る
生
涯
学

習
の
拠
点
施
設
と
し
て
一
層
充
実
す
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
る
。

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
は
、
文
字

r

音
声

r

動
画
像
と

い
っ
た
様
々
な
情
報
を
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
こ
と
で
、

一
体
的
に
処
理
、
薔
積
、
表
現
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
＇
ク

を
通
じ
て
自
由
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
、
教
育
分
野

に
お
い
て
も
そ
の
積
極
的
な
活
用
が
今
後
の
重
要
な

課
題
と
な
っ
て
い
る
。

翌
富
か
つ
貴
重
な
実
物
資
料
が
集
稜
す
る
博
物
館

に
と
っ
て
も
、
マ
ル
チ
メ
デ

•
4

ア
は
博
物
館
機
能
の

一
層
の
高
度
化
、
多
彩
か
つ
魅
力
的
な
博
物
誼
サ
ー

生
涯
学
習
局
社
会
教
育
課
・

ビ
ス
の
実
現
を
図
る
上
で
多
様
な
可
能
性
を
持
つ
も

の
で
あ
り
、
そ
の
活
用
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。

現
在
、
我
が
国
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
急
速
に

普
及
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
す
る
博
物
館
が
増

え
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
東
京
国
立
博
物
館
を
中
心

に
文
化
財
情
報
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
進
め
ら
れ
て
お

り
、
文
化
資
産
定
デ
ジ
タ
ル
映
像
の
形
で
記
録
・
保

存
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
デ
ジ
タ
ル
。
ア
ー
カ

イ
プ
構
想
」
の
推
進
を
目
的
と
し
た
団
体
が
こ
の
春

設
立
さ
れ
る
な
ど
、
博
物
館
側
に
お
い
て
も
マ
ル
チ

メ
デ
ィ
ア
の
活
用
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
き
て

い
る
。ま

た
国
際
的
に
も
、

G
7
各
国
を
中
心
と
し
た
情

報
関
係
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ー
の
―
つ
に
「
電
子
博
物
館
」

が
採
択
さ
れ
、
我
が
国
は
じ
め
各
国
が
こ
の
共
同
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
て
い
る
c

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら

r

文
部
省
で

は
本
年
度
か
ら
新
た
に
、
最
新
の
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

技
術
の
活
用
を
中
心
に
、
今
後
の
博
物
館
の
情
報
化

希
望
す
る
博
物
館
に
配
布
し
て
い
る
。

ま
た
、
同
館
が
実
施
し
て
い
る
科
学
実
験
、
標
本

制
作
等
の
各
種
諮
座
等
に
遠
隔
地
の
博
物
館
や
学
校

か
ら
で
も
参
加
で
き
る
よ
う
な
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ

マルチメディアデータベース

： ：ロニニ：： g 

f 

［ 
し□」：、` 犀`` ＼霞響心］i 

沃型ディスプレイによる迫力ある展示
可不可視の世界を仮想体験

館

・居ながら博物館
・個人学習の支援

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
と
博
物
館

電
子

プ

ジ

•
高
度
化
の
推
進
、
新
し
い
魅
力
的
な
博
物
館
サ
ー

ビ
ス
の
展
開
、
電
子
博
物
館
及
び
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
推
進
方
策
等
に
関
す
る
胴
査
研
究
に
着
手
し
た
。

中
川
志
郎
詞
東
京
動
物
園
協
会
理
事
長
を
主
査
に
r

博
物
舘
関
係
者
、
映
像
関
係
者
、
情
報
通
信
関
係
者

等
、
多
様
な
分
野
の
方
々
の
参
加
を
得
た
協
力
者
会

議
で
の
検
討
が
こ
の
九
月
か
ら
開
始
さ
れ
て
お
り
、

関
連
省
庁
の
協
力
も
得
な
が
ら
、
ニ
―
世
紀
に
お
け

る
新
し
い
博
物
館
像
を
提
案
し
た
い
と
考
え
て
い
る
°

併
せ
て
国
立
科
学
博
物
館
に
お
い
て
は
、
電
子
博

物
館
に
関
す
る
実
践
的
な
研
究
開
発
を
行
う
パ
イ
ロ

ッ
ト
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

電
子
博
物
館

ぅ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
の
展
開

国
立
科
学
博
物
館
で
は
、
平
成
七
年
度
に
上
野
本

館
及
び
新
宿
、
筑
波
等
の
各
分
館
に

L
A
N
を
敷
設

整
備
し
、
ま
た
各
館
を
専
用
高
速
回
線
で
結
ぶ
な
ど
、

情
報
通
信
基
磐
の
整
備
を
進
め
て
い
る
。

同
館
が
新
た
に
取
り
組
む
「
電
子
博
物
館
パ
イ
ロ

ッ
ト
事
業
一
の
計
画
概
要
は
以
下
の
と
お
り
。

①
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
・
デ
ー
タ
ペ
ー
ス
の
構
築

動
植
物
。
化
石
等
、
国
立
科
学
博
物
館
が
所
蔵

す
る
豊
富
か
つ
貴
重
な
標
本
・
資
料
（
約
二

0
0

万
点
）
を
、
文
字
、
動
画
像
、
音
声
等
の
様
々
な

情
報
形
態
で
記
録
、
併
せ
て

C
G
（
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
。
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
）
や
三
次
元
映
像
技
術
も

活
用
し
、
ほ
ぼ
「
実
物
」
に
近
い
形
で
蓄
租
す
る

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
開
発
。

ム
等
を
活
用
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
実
験
へ
の
取
組
も

検
討
さ
れ
て
い
る
。

2
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⑮
巻
頭
言

包
世
紀
を
展
望
し
た
新
し
い

教
育
を
目
指
し
て

I

|

|

|

|

|

I
奥
田
幹
生

鬱
座
談
会

臼
世
紀
を
展
望
し
た
教
育
改
革

ー
（
出
席
者
）
布
馬
問
人
／
果
田
あ
ゆ
み
／
中
川
志
郎

森
隆
犬
／
（
司
会
）
邸
岡
賢
沿

鬱
論
文

中
教
審
答
申
を
読
ん
で

ー
天
笠
茂
／
森
田
洋
司
／
詫
摩
武
俊
，
松
下
倶
子

り：

第15期
中央敦育審議会
第一次答申

急
次
号
(

1

0

月
号
）
目
次

1 農lIl1 i,}IIIII]]'11輌麟響
「読者からのたより」欄への投

稿、 r文部時報読者アンケート」

を歓迎します。本誌を読んでの感

想、御意見等をお寄せください。

er読者からのたより」投稿規定

① I件につき400字以内②住

所、氏名、年齢、職業、電話番号

を明記（誌上匿名可） ③掲較分

には薄謝進呈

※文章を一部手直しさせていただ

くことがあります。

送り先

〒l00 東京都千代田区綬力｀•関

3-2-2 

文部雀大臣官房政策課

「文部時報．ii屈奥部

※電子メールでも受げ付けており

ます。

宛先名「jiho@monbu.go.JpJ
R「文部時報読者アンケートJ

文部時報読者アンケートは添付

のはがきのほかに電子メールでも

受け付けております。

宛先名「jiho@monbu.go.jpJ 

編

集

▽
今
月
の
特
集
テ
ー
マ
は
、
「
地
域
に

お
け
る
生
涯
学
習
機
会
の
充
実
に
つ
い

て
」
で
す
。
生
涯
学
醤
も
す
っ
か
り
定

着
し
た
感
が
あ
り
ま
す
が
、
学
習
意
欲

が
高
ま
る
ほ
ど
学
習
機
会
の
提
供
・
充

突
が
大
き
な
問
題
と
な
り
ま
す
。

本
年
四
月
に
出
さ
れ
た
生
涯
学
習
審

議
会
の
答
申
を
紹
介
し
な
が
ら
、
生
涯

学
習
の
今
後
を
考
え
ま
す
。

▽
ア
ト
ラ
ン
タ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
終
わ

っ
て
一
月
余
り
が
過
ぎ
ま
し
た
。
日
本

選
手
の
応
援
に
、
ま
た
、
す
ば
ら
し
い

レ
ベ
ル
の
競
技
の
連
続
に
寝
不
足
に
な

っ
た
方
も
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
決

勝
進
出
は
な
ら
な
か
っ
た
と
は
い
え
ブ

ラ
ジ
ル
戦
な
ど
二
勝
し
た
男
子
サ
ッ
カ

ー
、
女
子
マ
ラ
ソ
ン
の
有
森
選
手
、
男

女
柔
道
陣
の
活
躍
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て

い
な
か
っ
た
（
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
）

ョ
ッ
ト
の
重
ょ
木
下
チ
ー
ム
等
々
た
＜

さ
ん
の
感
動
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
陸
上
の
男
子
短
距
離
や
女
子
長

後

記

距
離
の
よ
う
に
メ
イ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
で

の
活
躍
も
目
立
ち
ま
し
た
。
金
―
二
、
銀

六
、
銅
五
の
メ
ダ
ル
の
数
に
様
々
な
声

も
あ
る
よ
う
で
す
が
、
日
本
選
手
は
す

ば
ら
し
い
活
躍
を
さ
れ
ま
し
た
。
ア
ク

シ
デ
ン
ト
や
実
力
を
発
拇
で
き
な
か
っ

た
選
手
も
い
ま
し
た
が
、
若
い
選
手
も

た
く
さ
ん
い
ま
す
、
今
後
の
活
躍
も
期

待
で
き
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
私
個
人

と
し
て
は
、
女
子
マ
ラ
ソ
ン
の
浅
利
選

手
や
陸
上
短
距
離
の
金
沢
イ
ボ
ン
ヌ
選

手
、
朝
原
選
手
等
ぐ
に
は
シ
ド
ニ
ー
で

も
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

選
手
の
活
躍
と
同
時
に
国
際
舞
台
で

日
の
丸
を
見
る
と
感
動
を
お
ぽ
え
ま
す
。

も
っ
と
も
っ
と
国
を
愛
す
る
気
持
ち
を

持
た
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。

活
躍
さ
れ
た
選
手
の
中
か
ら
数
名
の

方
に
、
文
部
時
報
に
登
場
い
た
だ
く
こ

と
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
御
期
待
＜

だ
さ
い
。

(

T

。
K

)
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